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７月の主な行事予定 
1 

 

土  

2 日  

3 月 全校朝会 クラブ（６校時） 

4 火 
安全指導 ボッチャ体験（柏葉・３年） 

歯科保健指導（４年） 

5 水 Ｂ時程４時間  こころの劇場（６年） 

6 木 音楽朝会  

7 金 水道キャラバン（４年） 

8 土  

9 日  

10 月 全校朝会 委員会６校時 

11 火 児童集会     合同移動教室前日検診（柏葉） 

12 水 Ｂ時程５時間      合同移動教室 始（柏葉） 

13 木 たてわり班活動 

14 金 
子供の為の伝統文化芸能体験・箏（４年） 

              合同移動教室 終（柏葉） 

15 土  

16 日  

17 月 海の日 

18 火 避難訓練 地域協働学校運営協議会 

19 水 Ｂ時程５時間 給食終 大掃除 

20 木 １学期終業式 

21 金 夏季休業日始        個人面談① 

22 土  

23 日  

24 月 夏季施設前日検診（５年） 個人面談② 

25 火

水 

夏季施設（５年）       個人面談③ 

26 水 夏季移設（５年）       個人面談④ 

27 木 夏季施設（５年）       個人面談⑤ 

28 金 夏季水泳指導 始      個人面談⑥ 

29 土  

30 日  

31 月 夏季水泳指導 終      個人面談⑦ 

８ 月  

24 木  

25 金 ２学期 始業式 

新宿区立柏木小学校 

学校だより 第３１２号 

令和５年７月号 

６月３０日発行 

７月の生活目標「けじめある生活をしよう」 

「プロセスぼめ」 

副校長 森田 充 

先週の学校公開には、たくさんの保護者や地域の皆

様にご来校いただき、ありがとうございました。保護

者の皆さんに見てもらえることを楽しみにしている児

童、少し照れている児童など様々でしたが、いかがだ

ったでしょうか。お子様の学校での様子を少しでも見

て、感じていただけていれば幸いです。 

と同時に、保護者や地域の方々の熱い期待とともに、

子どもたちを成長へと導く学校としての責任の重さを痛

感いたしました。今後とも、学校教育へのご理解とご協

力をよろしくお願いします。 

 さて最近様々なスポーツにおいて、日本人や日本チ

ームの活躍が毎日のように報道されています。特に

10 歳代の選手の活躍には目を見張るものがありま

す。私はスポーツをするのも見るのも好きですので、

その結果に感動したり勇気をもらったりしています。

その一方で、どれだけの時間を費やしてそこまでたど

り着いたのか、どんな過程を経てきたのかという目に

見えない部分について思いを巡らせます。 

 数年前まで小学生だった彼らに、「弛まぬ努力を継

続する主体性と、目標に挑み続ける人間性」をどのよ

うにして身に付けさせたのか。親として大変興味深い

と思うのは、皆様も同じではないでしょうか。 

 このことを考えるとき、「プロセスぼめ」という言

葉が私の脳裏に浮かびます。子どもの力を伸ばすには

そこに達するまでの「プロセス」をほめるようにす

る、というのがコツということです。結果をほめるよ

りもプロセスをほめるようにしたほうが、意欲が出や

すく、その意欲も継続しやすくなることが分かってい

ます。その方がほめる機会も増え、子どもの意欲が向

上し、好循環が生まれることでしょう。 

私たちはつい「結果」に目が行きがちです。確かに

点数とか勝敗などは分かりやすく、評価がしやすいも

のです。ほめるときも良い結果を残した時だけほめ

る、ということをしてしまいがちです。このことは、

場合によっては挑戦する意欲を失わせ、安全に結果が

残せることしかしようとしない人間を育ててしまうこ

とになるかもしれません。 

準備の仕方や好きな教科に取り組む姿勢、振る舞い

や他人に対する態度、失敗を活かそうとする態度など

をほめてあげてください。見方を変えるとほめるポイ

ントがたくさん見えてきます。 

急に何かが変わることはないかもしれません。で

も、続けることで少しずつ変化が現れてくるはずで

す。ぜひ試してみませんか。 

Ｂ時程：朝学習・清掃なし  

     ４時間授業…１３：０５  ５時間授業…１４：０５   

     ６時間授業…１４：５５  下校 

※ 予定は変更になることがあります。 



 

 プールでの学習スタート 

              水泳指導担当 

今年もいよいよ水泳指導の季節がやってきまし

た。暑い日が続くようになり、「早くプールに入り

たい！」という声が、子どもたちから毎日のように

聞かれます。例年よりも気温が高く、コロナウイル

スの感染状況も落ち着いているため、昨年度同様各

学年 10時間程度水泳指導を行えるように計画して

います。 

 ６月 19日の全校朝会時にプール開きを行い、代

表の６年生が水泳の目標についてと堂々と発表し

ました。子どもたちそれぞれが自分に合った目標を

立て、記録を達成する楽しさや喜びを味わうことが

できるように指導していきます。また、水泳指導で

は、水難事故にあったときに、自分の身を自分で守

れるようにすることが第一です。教員の話を聞く、

笛の合図を守るといったルールを一つ一つ確認し

ながら、楽しく取り組んでいきたいと思います。 

水泳指導に伴う健康チェックカードを配布して

います。朝の体温の記入と保護者の押印（サインで

も可）が必要です。記入漏れのないように準備をお

願いいたします。 

夏季水泳が７月２８日、７月３１日行われます。

配布した詳細をご覧いただきぜひご参加ください。 

 

 自分をコントロールする 

         ～ふれあいアンケートより～ 

               生活指導主任 

 今年度も６・11・２月は、「ふれあい月間」です。 

 いじめなどの防止、早期発見・早期対応に向けて、

アンケート調査、聞き取り調査から、いじめに対す

る実態把握と指導を行います。 

 最近のアンケートで気になることは、「友達から

された嫌なこと」の内容で「軽くぶたれたり、遊ぶ

ふりをしてたたかれたり、けられたりした」に〇を

つける児童が多いことです。毎日の学校生活の中

で、言葉でのコミュニケーションが上手くできず、

手や足がでてしまい、相手を傷つけてしまうという

トラブルも多くみられます。思い通りにいかない、

伝わらないと苛立ったときに、自分をコントロール

するアンガーマネージメントを発達段階に応じて

身に付けていくことの必要性を感じます。 

 学校では、子どもたちの話をよく聞き、子どもの

気持ちを理解し、受け止め、明らかになった問題点

の改善に向けて教職員全員で指導にあたります。 

 ご家庭での様子で、気にかかることがありました

ら、ぜひお伝えください。学校と家庭がタッグを組

んで、子どもたちを育んでいけたらと思います。 

自立の一歩 自律の日光」 

6年担任  

 梅雨入り直後の 6 月 12 日(月)～14 日(水)の 3

日間、日光移動教室に行ってきました。 

3 日間天気に恵まれ、1日目には、竹林に囲まれ

て竹の器で抹茶体験、宇都宮餃子を堪能し、日光独

自の“ひっかき”を使っての日光彫体験と五感を働

かせながら、日光の文化や伝統に触れました。2日

目には戦場ヶ原をハイキングし、日光三名瀑を見た

り、日光温泉街の源泉に行ったりと、自然の豊かさ

を肌で感じました。3日目は日光東照宮へ行き、グ

ループで協力しながら歴史を感じるとともに、事前

に調べたことを実際に確認しました。また 3 日間

を通して自分たちで掲げた目標「自立への一歩 自

律への日光」を意識しながら、自分の役割を果たそ

うとする姿も見られました。 

 雨が予報される中でしたが、素敵な思い出をつく

ることができたのは、6年生になってから委員会活

動やたてわり班活動、1年生のお世話など学校での

日々の頑張りと、皆様の支えがあってこそだと学年

で振り返りました。日光での学びをこれからの学校

生活に生かして、「自立」に向けて学年で成長して

いきます。 

１学期も残りわずか 

                 ３年担任  

プールの季節がやってきました。３年生の子ど
もたちは、「学校のプールは楽しい！」「明日は入
れるかなあ。」と、学校のプールに入ることをと
ても楽しみにしています。 

3年生では、「浮く・泳ぐ運動」に取り組みま
す。水に浮く・腕の「かき」・足の「けり」など
の動きをたっぷり経験することが、クロール・平
泳ぎの学習につながります。 
今年度も安全第一で水泳指導が行えるよう努め

て参ります。体調管理や用具の準備等、保護者の
皆様のご協力どうぞよろしくお願いいたします。 

また、６・７月で柏葉学級との交流及び共同学習

でボッチャを行いました。授業を重ねていく中で、

自然とチームの中で作戦を話し合い、高得点を目指

そうとする姿が見られました。８月後半には選抜メ

ンバー６名がＮＨＫ主催のボッチャ競技会に出場

します。 

低学年で積み上

げてきたことをも

とに、これからも

新しいことに、ど

んどんと挑戦して

いきます。 

 
 


